
報道資料                    平成１９年１１月６日提出 

左京地区自主防災訓練実施について 

１ 目 的 

   この訓練は、地区住民の防災意識の高揚を図り、地区自主防災組織の大災害発生時の

消防と地区との相互連携を強め迅速・的確な防災体制及び活動を確立することにより、

被害を最小限に止める技術の習得を促すとともに消防行政への理解を深めることを目的

とする。 

 

２ 実 施 日 時 

    平成１９年１１月１１日（日）  午前８時４５分～１１時３０分 

 

３ 実 施 場 所 

奈良市左京三丁目１番地の１ 奈良市立左京小学校グランド 

＊雨天時は体育館で実施（午前７時００分に決定） 

 

４ 参加人員及び出動車両 

（１）左京地区自治連合会 

    副会長 以下約４００名 

（２）北消防署 

        署長 以下６名・車両 ２車両 

（３）奈良市防災センター 

    奈良市防災センター １名 

 

５ 想 定                                                  

    午前９時００分頃、マグニチュード７．２の東南海地震の発生に伴い、奈良市北部地

区を中心にした大規模な被害が発生した。家屋の倒壊、道路の陥没・亀裂及び同時火災

が多発し被害は甚大であるため、左京地区自治連合会は、奈良市立左京小学校への避難

者により自主防災組織活動を開始し、要救助者及び傷病者の救出・救護にあたる。 

 

６ 消防職員の活動 

    職員は、左京地区における住宅火災の根絶及び救急事故による被害を軽減するための

知識と技術を習得することにより無事故思想の啓蒙を図り、大災害時に自主防災組織が

円滑な活動が行えることを目的として活動する。 

 

７ 講 評 

    訓練終了後、奈良市議会 三浦教次議員及び奈良市北消防署 森田署長の講評を受ける。 

 

８ 訓 練 内 容 

（１）防災資機材・用品の展示 

（２）住宅用火災警報器の説明 

（３）消火器の取扱説明   

（４）応急手当（心肺蘇生法とＡＥＤの取扱い説明） 

（５）応急処置（骨折及び止血法）及び応急タンカ作成訓練 

（６）炊き出し訓練 

 

９ 問い合わせ 奈良市北消防署 ０７４２－７１－９１１９ 


